
新
編
武
蔵
風
上
記
縞
首
巻
例
義

唐
土
之
府
志
通
志
の
例
を
併
考
て
、
記
事
の
遺
漏
寡
か
ら
ん
こ

と
を
欲
す
、

ア
奮
本
文
字
員
字
を
用
ゆ
、
今
侵
字
に
換
て
讀
易
く
且
事
誤
な
か

ら
ん
こ
と
を
要
す
。

一
巷
首
に
固
諭
、
大
に
建
置
沼
革
、
次
に
任
園
革
表

次ゝ
に
出
川
．

次
に
藝
文
を
載
て
本
編
に
至
る
，然
に
元
末
編
志
の
料
な
れ
は
、

膿
例
之
整
頓
た
ら
ん
こ
と
を
欲
せ
す
し
て
、
記
載
の
詳
悉
せ
ん

こ
と
を
要
す
、
故
に
滑
革
中
に
牧
入
す
へ
か
ら
さ
る

へ
く
し

て
、
因
て
探
録
せ
し
こ
と
多
し
、
此
類
訪
る
こ
と
勿
れ
、

一
國
史
郡
司
は
、
年
代
の
前
後

一
見
し
て
知
易
き
を
使
と
す
、
故

に
固
を
作
て
同
時
の
官
員
を
一
紙
に
牧
め
、
階
級
を
設
て
共
職

を
分
つ
，

一
藝
文
は
諸
記
中
得
る
所
、
或
は
口
碑
に
博
る
所
の
詩
歌
の
類
を

署
載
す
、
必
し
も
務
て
浩
博
を
求
め
す
、

一
営
図
儒
學
に
於
て
は
、
林
道
春
の
未
學
を
講
識
し
、
荻
生
雙
松

の
復
古
を
唱
へ
し
類
、
又
天
文
は
澁
川
春
海
か
本
朝
未
開
の
暦

法
を
興
起
し
、
致
學
は
開
孝
和
か
天
元
一
算
の
霊
奥
を
獲
揮
せ

し
類
、
吉
川
惟
足
か
紳
學
、
北
村
季
吟
か
歌
學
及
警
卜
に
至
る

ま
て
、
営
國
の
文
藝
済
々
と
し
て
枚
撃
ず
へ
か
ら
す
と
い
へ
と

も
、
是
等
の
類
は
皆
後
番
に
譲
て
暑
す
．

一
文
化
中
膚
書
の
諸
郡
は
、
通
志
の
例
　
擦
て
山
川
・神
祀
・寺
院

以
下
若
千
の
門
部
を
分
て
考
間
に
使
す
、
然
に
彼
書
は
全
省
を

通
し
て
府
縣
を
首
に
出
し
、
次
に
各
縣
有
所
の
山
川
以
下
を
分

類
し
て
併
記
す
、
故
に
問
を
立
る
こ
と
鰹
を
得
た
り
と
す
、
今

村
別
を
以
で
例
と
す
る
と
き
は
、
間
を
立
る
こ
と
殊
に
共
謂
な

し
故
に
文
政
以
後
の
編
は
専
奮
記
の
例
に
復
し
て
門
を
立
き
る

な
り
，

一
人
物
・忠
臣
・孝
子
・奮
家
・繹
家
の
如
き
、
奮
本
に
其
目
な
し
と

い
へ
と
も
，士心
の
快
へ
か
ら
さ
る
所
今
事
歴
を
各
所
に
暑
載
す
。

一
古
文
書
・古
器
。書
書
の
類
は
、
考
證
て
備
ふ
へ
き
も
の
な
り
、

今
捜
索
し
て
得
も
の
多
し
、
是
亦
奮
本
探
さ
る
所
と
い

へ
と

も
、
捨
る
に
忍
ひ
す
便
に
随
て
牧
入
す
、
共
餘
此
類
多
し
、
一

二
排
す
る
に
暇
あ
ら
す
。

一
金
石
文
の
類
、
文
化
中
成
編
の
数
郡
は
、
往
々
元
藤
以
上
の
も

の
を
載
す
、
爾
後
の
諸
郡
古
物
は
悉
牧
め
、
寛
永
以
後
に
至
て

は
考
擦
あ
る
も
の
を
操
て
是
を
探
る
Ｄ


